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個
別
避
難
計
画
の
取
り
組
み
状
況
は

　

要
配
慮
者
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

と
個
別
避
難
計
画
の
関
係
性
は
。
ま

た
、
個
別
避
難
計
画
の
取
り
組
み
状

況
と
今
後
の
予
定
は
。

市市　
作
成
の
手
引
を
年
内
に
完
成
予
定

　

要
配
慮
者
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

と
個
別
避
難
計
画
は
、
要
配
慮
者
と

地
域
住
民
や
福
祉
専
門
職
な
ど
が
一

緒
に
な
り
考
え
る
点
で
は
同
じ
。
現

在
、
関
係
団
体
と
勉
強
会
を
開
催
し
、

試
行
的
に
個
別
避
難
計
画
を
作
成
、

課
題
の
解
決
策
を
検
討
し
て
お
り
、

年
内
に
作
成
の
手
引
を
完
成
の
予
定
。

ま
た
、
福
祉
専
門
職
な
ど
を
対
象
に

講
演
会
や
研
修
会
を
計
画
し
て
い
る
。
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防
災
情
報
を
速
や
か
に
正
し
く
受
け

取
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
を　

　

災
害
時
の
避
難
情
報
な
ど
、
市
民

が
防
災
に
つ
い
て
必
要
な
情
報
を
速

や
か
に
入
手
で
き
る
よ
う
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
へ
の
設
定
を
代
行
す

る
取
り
組
み
を
し
て
は
。

市市　
出
前
講
座
で
倉
敷
防
災
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
利
用
方
法
を
広
め
る

　

防
災
に
関
す
る
情
報
を
集
め
た
倉

敷
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
、
よ
り
多

く
の
人
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
出

前
講
座
で
参
加
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
い
、
利
用
方
法
や
操
作
方
法

の
説
明
を
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。
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条
例
に
反
す
る
埋
め
立
て
行
為

へ
の
対
応
は

　

条
例
に
反
す
る
埋
め
立
て
行
為
が

あ
っ
た
場
合
に
、
命
ず
る
措
置
の
内
容

や
範
囲
の
決
め
方
は
。
現
実
的
に
可

能
な
範
囲
で
改
善
を
求
め
る
と
い
っ

た
妥
協
に
よ
っ
て
、
危
険
な
状
態
が

放
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

市市　
必
要
な
措
置
を
命
じ
て
い
る

　

条
例
に
反
す
る
埋
め
立
て
行
為
が

発
覚
し
た
場
合
、
申
請
者
や
工
事
を
請

け
負
っ
た
業
者
に
対
し
、
市
は
、
必

要
な
限
度
で
埋
め
立
て
行
為
等
を
停

止
さ
せ
る
。
ま
た
、
相
当
の
期
間
を

定
め
て
、
基
準
を
満
た
す
よ
う
必
要

な
措
置
を
命
じ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
患
者
を
原
則
自
宅
療
養

と
す
る
方
針
に
対
す
る
市
の
認
識
は

　

国
は
８
月
３
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
患

者
の
う
ち
重
症
患
者
と
重
症
化
リ
ス

ク
の
高
い
患
者
以
外
を
原
則
自
宅
療

養
と
し
た
。
患
者
を
事
実
上
自
宅
に

放
置
す
る
も
の
で
、
無
責
任
極
ま
り

な
く
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
が
、
こ

の
方
針
に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

市市　
基
本
的
に
宿
泊
療
養
が
望
ま
し
い

　

基
本
的
に
、
隔
離
の
観
点
か
ら
は

宿
泊
療
養
施
設
で
の
療
養
が
望
ま
し

い
と
考
え
、
県
に
調
整
を
依
頼
し
て

い
る
が
、
家
庭
の
事
情
や
療
養
施
設

な
ど
の
逼ひ
っ

迫ぱ
く

に
よ
り
、
自
宅
療
養
と

な
っ
て
い
る
。
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弱
視
早
期
発
見
の
た
め
、
３
歳
児

健
診
に
検
査
機
器
の
導
入
を

　

国
は
３
歳
児
健
診
で
、
弱
視
の
原

因
と
な
る
遠
視
や
乱
視
な
ど
を
調
べ

る
屈
折
検
査
を
行
う
よ
う
通
知
し
た
。

弱
視
は
早
期
発
見
、
適
切
な
治
療
で

ほ
と
ん
ど
が
改
善
す
る
と
聞
く
。
簡

易
か
つ
迅
速
、
的
確
に
視
機
能
を
検

査
で
き
る
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
を

導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市市　
今
年
度
中
に
３
歳
児
健
診
で

活
用
を
予
定
し
て
い
る

　

フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
は
、
取
り

扱
い
が
容
易
で
、
有
効
性
も
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
中
に
３

歳
児
健
診
で
活
用
を
予
定
し
て
い
る
。
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ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
子
育
て
支
援
は

　

コ
ロ
ナ
禍
が
幼
少
期
の
健
全
な
成

長
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
知
恵

と
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
の
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
は
。

市市　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

新
た
な
取
り
組
み
な
ど
を
始
め
て
い
る

　

子
育
て
支
援
施
設
は
、
緊
急
事
態

宣
言
な
ど
の
た
め
休
館
し
て
い
る
が
、

子
育
て
中
の
親
子
が
ウ
ェ
ブ
上
で
集

え
る
場
所
を
設
け
る
な
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組

み
な
ど
を
始
め
て
い
る
。
今
後
も
、
施

設
に
来
館
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て

２

９月定例会９月定例会
質　問防

災
・
安
全

健
康
・
福
祉

市
政
の

市
政
の

聞
き
た
い

聞
き
た
い

公
明
党
倉
敷
市
議
団

新
垣
　
敦
子

新
政
ク
ラ
ブ

瀧
本
　
　
寛

新
風
く
ら
し
き

芦
田
　
泰
宏

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

三
宅
　
誠
志

公
明
党
倉
敷
市
議
団

井
出
　
妙
子

無
会
派

藤
原
　
薫
子



も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
、

子
育
て
を
支
援
し
て
い
く
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
条
例
制
定
を

　

高
齢
化
に
よ
り
、
ケ
ア
ラ
ー
（
無

償
で
介
護
な
ど
を
す
る
人
）
は
、
今

後
さ
ら
な
る
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
支
援
の
強
化
の

た
め
、
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

市市　
国
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
条
例
化
も
研
究
す
る

　

市
は
、
ケ
ア
ラ
ー
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

に
向
け
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
き
た
。
国
が
５
月
に
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
し
、
施
策
の
方

向
性
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ

う
し
た
国
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と

も
に
条
例
化
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
。

児
童
・
生
徒
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の

傾
向
と
、
今
後
の
対
策
の
考
え
は

　

２
学
期
が
始
ま
り
、
児
童
・
生
徒

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
増
え
て
い
る

と
聞
く
。
市
内
の
児
童
・
生
徒
の
感

染
傾
向
と
、
今
後
の
対
策
の
考
え
は
。

市市　
学
校
内
で
の
感
染
拡
大
は
な
く
、

感
染
症
対
策
や
健
康
観
察
を
徹
底

　

児
童
・
生
徒
の
感
染
は
８
月
中
旬

か
ら
増
え
て
い
る
が
、
主
に
家
庭
内

で
の
感
染
で
、
学
校
内
で
の
感
染
拡

大
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
も
、

手
洗
い
、
消
毒
、
換
気
な
ど
の
感
染

症
対
策
や
健
康
観
察
を
徹
底
し
、
保

健
所
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
児
童
・

生
徒
へ
の
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
る
。
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学
校
園
で
の
換
気
対
策
に
Ｃ
Ｏ
２

モ
ニ
タ
ー
の
活
用
を

　

空
気
の
汚
れ
を
示
す
Ｃ
Ｏ
２
濃
度

を
、
学
校
環
境
衛
生
基
準
よ
り
さ
ら

に
低
い
１
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
で
管

理
す
る
こ
と
で
、
密
閉
空
間
を
改
善

で
き
る
と
考
え
る
。
安
全
・
安
心
な

学
校
施
設
の
環
境
確
保
に
向
け
、
Ｃ

Ｏ
２
モ
ニ
タ
ー
を
活
用
し
た
可
視
化

に
よ
る
確
実
な
換
気
対
策
を
求
め
る
。

市市　
各
学
校
に
対
し
、
Ｃ
Ｏ
２
モ

ニ
タ
ー
の
活
用
を
推
奨
す
る

　

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

か
ら
、
学
校
で
の
換
気
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
各
学
校
に
対
し
、
Ｃ
Ｏ

２
モ
ニ
タ
ー
の
活
用
を
推
奨
す
る
。
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オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境
整
備
経
費
を

計
上
し
た
背
景
は

　

９
月
議
会
で
計
上
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
環
境
整
備
経
費
に
つ
い
て
説

明
を
。
ま
た
、
今
後
の
展
開
は
。

市市　
授
業
を
ラ
イ
ブ
配
信
し
、
出
席

停
止
時
の
家
庭
学
習
を
支
援
す
る

　

コ
ロ
ナ
禍
で
出
席
停
止
と
な
っ
た

児
童
・
生
徒
の
家
庭
学
習
の
支
援
を

目
的
に
、
授
業
の
様
子
を
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ
（
ラ
イ
ブ
）
配
信
す
る
た
め

の
経
費
を
計
上
。
今
後
は
授
業
支
援

ソ
フ
ト
を
用
い
た
健
康
観
察
、
家
庭

学
習
の
状
況
確
認
な
ど
を
実
施
し
、

機
器
の
整
備
や
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
な
ど
へ
の
対
応
を
検
討
す
る
。
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同
時
双
方
向
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
導
入
を

　

市
が
今
回
導
入
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
は
、
一
方
通
行
で
の
配
信
と
聞

い
て
い
る
。
一
斉
休
校
や
災
害
な
ど

の
非
常
時
に
学
習
の
遅
れ
が
生
じ
な

い
よ
う
、
同
時
双
方
向
の
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
早
期
に
導
入
す
べ
き
で
は
。

市市　
今
後
の
状
況
を
見
て
検
討
す
る

　

コ
ロ
ナ
禍
で
出
席
停
止
と
な
っ
た

児
童
・
生
徒
の
家
庭
学
習
を
支
援
す

る
た
め
、
授
業
を
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ

配
信
す
る
。
今
後
は
、
授
業
支
援
ソ

フ
ト
を
用
い
た
健
康
観
察
な
ど
、
学

校
と
家
庭
と
の
や
り
取
り
や
、
家
庭

学
習
の
状
況
確
認
な
ど
を
実
施
し
、

そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。
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修
学
旅
行
中
止
の
場
合
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
の
扱
い
は

　

令
和
２
年
度
の
修
学
旅
行
の
キ
ャ

ン
セ
ル
料
は
、
市
が
公
費
負
担
し
た
。

今
年
度
、
修
学
旅
行
が
中
止
と
な
っ

た
場
合
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。

市市　
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
検
討
す
る

　

令
和
２
年
度
は
、
国
の
交
付
金
を

使
い
公
費
負
担
と
し
た
が
、
今
年
度

の
交
付
金
は
、
既
に
医
療
や
経
済
対

策
な
ど
に
回
し
て
い
る
。
国
が
今
後
、

臨
時
交
付
金
の
追
加
を
検
討
す
る
と

の
話
も
あ
る
の
で
、
そ
の
配
分
な
ど

も
考
慮
し
て
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
検
討
す
る
。
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◇

３

未
来
ク
ラ
ブ

山
畑
　
滝
男

新
政
ク
ラ
ブ

松
成
　
康
昭

無
会
派

時
尾
　
博
幸

新
政
ク
ラ
ブ

大
守
　
秀
行

青
空
市
民
ク
ラ
ブ

小
郷
ひ
な
子

新
風
く
ら
し
き

平
井
　
俊
光

教
　
　
育



校
則
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
考
え
は

　

国
は
令
和
３
年
６
月
、
校
則
の
見

直
し
な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
事
例

に
つ
い
て
の
通
知
を
出
し
た
。
校
則

の
見
直
し
は
、
児
童
・
生
徒
が
主
体

的
に
取
り
組
み
、
納
得
し
て
決
め
る

こ
と
、
保
護
者
の
意
見
も
取
り
入
れ
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
市
の
考
え
は
。

市市　
必
要
に
応
じ
て
校
則
の
見
直
し

の
機
会
を
設
け
る　

　

校
則
を
児
童
・
生
徒
と
共
に
見
直

す
こ
と
は
、
校
則
へ
の
理
解
を
深
め
、

自
主
的
に
守
る
態
度
を
養
う
こ
と
に

繋
が
る
。
今
後
も
必
要
に
応
じ
、
校
則

見
直
し
の
機
会
を
設
け
、ま
た
、児
童・

生
徒
へ
の
適
切
な
指
導
を
行
う
。
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
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幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
は

　

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い
教
育
環

境
の
た
め
の
、
今
後
の
公
立
幼
稚
園

お
よ
び
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
は
。

市市　
適
正
配
置
計
画
な
ど
に
よ
り

進
め
る　

　
公
立
幼
稚
園
で
は
、
適
正
な
集
団
規

模
の
確
保
や
待
機
児
童
対
策
に
つ
な

が
る
よ
う
、
多
機
能
化
や
統
合
、
認

定
こ
ど
も
園
移
行
な
ど
適
正
配
置
を

進
め
る
。
小
・
中
学
校
で
は
、
適
正

な
集
団
規
模
の
教
育
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
学
校
教
育
で
の
教
育
効

果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
基

準
や
方
針
な
ど
を
示
し
な
が
ら
学
校

の
適
正
配
置
を
積
極
的
に
進
め
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
取
り

組
み
方
針
は

　

令
和
３
年
６
月
議
会
で
表
明
し
た
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
、
今
後
の
取
り
組
み
方
針
は
。

市市　
２
つ
の
方
針
を
考
え
て
い
る

　

大
き
く
２
つ
の
方
針
を
考
え
て
い

る
。「
実
践
で
き
る
こ
と
か
ら
直
ち
に

実
行
」
と
し
て
、
公
共
施
設
の
新
設
・

改
修
時
に
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ビ
ル
）
化
の
検
討
な
ど
を
率

先
し
て
行
い
、
市
民
や
事
業
者
に
発

信
。「
多
様
な
主
体
と
連
携
・
協
力
し

た
取
り
組
み
の
推
進
」
と
し
て
、
市

民
や
事
業
者
、
高
梁
川
流
域
市
町
と

も
連
携
し
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。
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◇
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◇
◇
◇
◇
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◇

瀬
戸
内
海
へ
栄
養
塩
類
を
供
給
す
る

取
り
組
み
の
今
後
の
計
画
は

　
令
和
３
年
６
月
議
会
で
、
瀬
戸
内
海

へ
栄
養
塩
類
を
供
給
す
る
た
め
、
下

水
処
理
施
設
の
処
理
水
中
の
窒
素
濃

度
を
上
げ
、
不
足
す
る
窒
素
を
海
域

に
供
給
す
る
管
理
運
転
の
取
り
組
み

を
求
め
た
が
、
今
後
の
計
画
は
。

市市　
栄
養
塩
類
が
減
少
す
る
冬
季
に
、

試
行
的
に
季
節
別
管
理
運
転
を
実
施　

　

陸
域
か
ら
の
窒
素
な
ど
の
栄
養
塩

類
の
流
入
が
減
少
す
る
冬
季
（
11
月

～
３
月
）
に
、
瀬
戸
内
海
へ
処
理
水

を
放
流
し
て
い
る
児
島
・
玉
島
・
水

島
の
各
下
水
処
理
場
で
、
試
行
的
に

季
節
別
管
理
運
転
を
実
施
す
る
。
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
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◇
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玉
島
に
整
備
予
定
の
ご
み
焼
却
施
設

の
、
ご
み
発
電
の
発
電
量
は

　

生
活
ご
み
か
ら
電
気
を
作
る
ご
み

発
電
は
、
発
電
と
廃
棄
物
処
理
を
同

時
に
行
う
一
石
二
鳥
の
技
術
で
あ
る
。

玉
島
に
整
備
予
定
の
ご
み
焼
却
施
設

で
も
、
ご
み
発
電
の
計
画
が
あ
る
と

聞
く
が
、
発
電
量
と
利
用
方
法
は
。

市市　
一
般
家
庭
約
１
万
世
帯
の
年
間

消
費
電
力
に
相
当

　

ご
み
焼
却
施
設
は
令
和
７
年
度
に

稼
働
予
定
で
、
一
般
家
庭
約
１
万
世
帯

の
年
間
消
費
電
力
に
当
た
る
４
万
４
千

メ
ガ
ワ
ッ
ト
時
を
発
電
す
る
。
電
力

は
周
辺
の
市
の
施
設
な
ど
へ
も
送
電

し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
を
図
る
。

直
営
で
の
図
書
館
運
営
を
求
め
る

　

図
書
館
に
民
間
活
力
を
導
入
し
た

場
合
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
直
営
で
運
営
し
、
住

民
と
協
働
し
な
が
ら
共
に
図
書
館
を

育
て
て
い
く
こ
と
が
市
の
発
展
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市市　
民
間
活
力
の
導
入
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
運
営
方
針
を
決
定
す
る

　

社
会
情
勢
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変

化
の
中
、
効
率
的
か
つ
柔
軟
な
図
書

館
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経
費
削
減
を
両
立

し
た
図
書
館
を
目
指
し
、
民
間
活
力

の
導
入
も
視
野
に
入
れ
、
令
和
４
年

度
末
ま
で
に
運
営
方
針
を
決
定
す
る
。

４４

環
　
　
境

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
辺
　
牧
美

未
来
ク
ラ
ブ

原
田
　
龍
五

新
風
く
ら
し
き

尾
﨑
　
勝
也

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

末
田
　
正
彦

公
明
党
倉
敷
市
議
団

薮
田
　
尊
典

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
口
　
明
子

く
ら
し
・
生
活
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山
陽
ハ
イ
ツ
の
跡
地
は
付
加
価
値
の

高
い
憩
い
の
場
に

　

山
陽
ハ
イ
ツ
跡
地
は
、
こ
れ
ま
で

の
多
目
的
広
場
な
ど
と
は
違
う
付
加

価
値
の
高
い
憩
い
の
空
間
に
し
て
い

く
べ
き
。
現
段
階
で
の
市
の
考
え
は
。

市市　
付
加
価
値
の
高
い
空
間
に
な
る

よ
う
検
討
す
る

　

健
康
増
進
や
自
然
と
の
触
れ
合
い

な
ど
を
通
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
や

グ
ル
ー
プ
の
人
が
憩
え
る
場
と
し
て

整
備
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
災
害

時
に
は
避
難
場
所
と
し
て
も
活
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
付
加
価
値

の
高
い
空
間
に
な
る
よ
う
、
財
政
面

に
も
配
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
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コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
運
用

開
始
時
期
、
事
業
の
目
的
な
ど
は

　

児
島
地
区
の
倉
敷
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
整
備
を
予
定
し
て
い
る

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
運
用
開

始
時
期
、
事
業
の
目
的
や
効
果
は
。

市市　
地
域
活
性
化
に
向
け
、
令
和

４
年
１
月
の
運
用
開
始
を
目
指
す

　

児
島
の
地
場
産
業
と
立
地
を
生
か

し
、
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
令

和
４
年
１
月
の
運
用
開
始
を
目
指
し

て
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を

整
備
す
る
。
異
業
種
交
流
な
ど
に
よ

る
新
た
な
仕
事
の
創
出
、
定
住
人
口

の
増
加
や
地
元
雇
用
の
促
進
に
繋
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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高
梁
川
河
川
敷
広
場
の
今
後
は

　

大
雨
が
頻
発
す
る
中
で
、
高
梁
川

河
川
敷
の
水
江
・
西
阿
知
・
西
原
広

場
を
今
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
態
で
維

持
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
代
替
地

を
探
し
、
既
存
の
広
場
は
、
復
旧
費

用
が
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
施
設
に

使
用
目
的
を
変
更
し
て
整
備
し
て
は
。

市市　
利
活
用
策
を
調
査
、
研
究
す
る

　

市
街
地
で
の
用
地
確
保
は
難
し
い

た
め
、
ま
ず
は
河
川
敷
内
で
、
増
水

し
て
も
被
災
し
に
く
い
場
所
の
調
査

を
行
う
。
現
在
の
広
場
を
存
続
さ
せ

る
場
合
は
、
土
砂
の
流
出
を
抑
え
る

保
護
方
法
の
ほ
か
、
多
様
な
利
活
用

に
つ
い
て
も
研
究
す
る
。
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た
め
池
の
草
刈
り
作
業
の
負
担
や

危
険
を
減
ら
す
た
め
の
支
援
を　

　

地
元
に
委
託
し
て
い
る
た
め
池
の

草
刈
り
は
、
危
険
な
作
業
を
伴
う
が
、

高
齢
化
に
よ
り
作
業
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
作
業
の
負
担
や
危
険
を
減

ら
す
た
め
、
自
走
式
草
刈
り
機
の
導

入
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

市市　
自
走
式
草
刈
り
機
の
地
元
へ
の

貸
し
出
し
な
ど
を
検
討
す
る

　

現
在
、
３
６
９
あ
る
た
め
池
の
管

理
を
地
元
の
管
理
組
合
に
委
託
し
て

い
る
。
草
刈
り
作
業
の
負
担
軽
減
や

事
故
防
止
の
観
点
か
ら
、
自
走
式
草

刈
り
機
の
導
入
や
地
元
へ
の
貸
し
出

し
な
ど
の
支
援
策
を
検
討
す
る
。
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デ
ジ
タ
ル
活
用
の
支
援
の
取
り
組
み
は

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
不
慣
れ
な
人

の
た
め
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援

推
進
事
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、
市
内

で
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
市
独
自

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市市　
国
や
市
が
講
座
な
ど
を
開
催
予
定

　

国
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事

業
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
的

な
使
い
方
な
ど
の
講
習
会
を
開
催
す

る
も
の
で
、
市
内
で
は
計
16
回
が
実

施
さ
れ
る
予
定
。
市
独
自
に
は
、
民

間
事
業
者
と
連
携
し
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
へ
の
理
解
を
深
め
る
講
座
の
開
催

な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
も
デ

ジ
タ
ル
格
差
の
解
消
に
努
め
る
。
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商
業
施
設
に
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を

　

投
票
率
向
上
の
た
め
、
市
民
が
利

用
し
や
す
い
イ
オ
ン
モ
ー
ル
倉
敷
に

期
日
前
投
票
所
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市市　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
倉
敷
へ
の
設
置

を
検
討

　

本
市
で
は
期
日
前
投
票
が
投
票
全

体
の
約
40
％
を
占
め
、
混
雑
緩
和
の

た
め
、
新
た
な
期
日
前
投
票
所
の
設

置
を
検
討
中
。
区
切
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
が
あ
っ
て
投
票
の
秘
密
が
守
ら
れ
、

静
穏
な
環
境
を
維
持
で
き
、
十
分
な

駐
車
場
な
ど
投
票
し
や
す
い
環
境
が

あ
り
、
他
の
自
治
体
で
も
実
績
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

倉
敷
へ
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

５

公
明
党
倉
敷
市
議
団

生
水
　
耕
二

公
明
党
倉
敷
市
議
団

仙
田
　
貴
孝

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

荒
木
　
竜
二

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

難
波
　
朋
裕

公
明
党
倉
敷
市
議
団

中
西
　
善
之

未
来
ク
ラ
ブ

矢
野
　
周
子



（
議
長
）
イ
ン
タ
ー
ン
に
来
る
前
と
来
た
後

で
、
市
議
会
議
員
に
対
す
る
印
象
は
変
わ

り
ま
し
た
か
。

（
中
野
さ
ん
）
議
員
さ
ん
っ
て
何
を
し
て
い

る
の
か
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
い

ろ
い
ろ
な
人
の
要
望
を
聞
い
た
り
、
現
地

を
見
に
行
っ
た
り
す
る
姿
を
見
て
、
議
員

さ
ん
の
仕
事
や
人
柄
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
種
池
さ
ん
）
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会
っ
て
、

意
見
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
議
会
で
要
望
な

ど
と
し
て
出
し
た
り
す
る
の
を
見
て
、
地

元
の
人
と
政
治
の
橋
渡
し
を
す
る
の
が
議

員
さ
ん
な
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

（
副
議
長
）
議
員
と
一
緒
に
活
動
す
る
中
で

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

（
中
野
さ
ん
）
他
市
の
市
議
会
議
員
選
挙

の
手
伝
い
で
、
選
挙
カ
ー
に
乗
っ
て
、
ウ
グ

イ
ス
嬢
を
体
験
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
候
補
者
の
名
前
を
連
呼
し
た
り
、

時
に
は
自
分
で
考
え
て
し
ゃ
べ
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

（
種
池
さ
ん
）
真
備
町
の
復
興
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
の
で
す
が
、
被
災
さ
れ
た
人
か
ら

直
接
、
被
災
し
た
時
の
気
持
ち
で
あ
っ
た

り
大
変
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
テ
レ
ビ
か
ら
で

は
分
か
ら
な
か
っ
た
具
体
的
な
話
を
聞
け

た
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

（
副
議
長
）
選
挙
カ
ー
に
乗
っ
た
り
、
ウ
グ

イ
ス
嬢
を
し
た
り
す
る
機
会
は
、
な
か
な

か
な
い
と
思
い
ま
す
。
良
い
経
験
を
し
ま

し
た
ね
。
ま
た
、
真
備
町
の
災
害
で
は
、

自
宅
に
戻
れ
て
い
な
い
人
が
ま
だ
多
く
お

ら
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
、
被
災
さ

れ
た
方
の
生
活
再
建
や
ま
ち
の
復
興
が
で

き
る
よ
う
に
、
我
々
も
し
っ
か
り
や
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
議
長
）
投
票
率
の
低
下
な
ど
、
若
者
の

政
治
離
れ
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
ま
す
か
。

（
中
野
さ
ん
）
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、

若
者
が
政
治
と
い
う
も
の
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

（
種
池
さ
ん
）
そ
れ
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す

け
ど
、
多
く
の
若
者
が
現
状
に
満
足
し
て

い
て
、
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
変
え
よ
う
と
は

思
わ
な
い
か
ら
、
選
挙
に
行
か
な
い
人
が
多

い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
議
長
）
政
治
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
な
い
と

い
う
の
は
、
経
済
的
に
困
る
こ
と
が
昔
よ

り
減
っ
た
今
の
暮
ら
し
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
社
会
全

体
で
見
れ
ば
、
人
口
減
少
や
少
子
化
な
ど

多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
若
い
人
た
ち

も
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
国
が
う
ま
く
い
く

の
か
ど
う
か
、
10
年
先
、
20
年
先
の
社
会

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
総
合

的
に
考
え
て
も
ら
い
、
や
っ
ぱ
り
政
治
は

必
要
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

（
副
議
長
）
選
挙
権
が
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

（
種
池
さ
ん
）
投
票
し
よ
う
と
思
う
人
に

と
っ
て
は
、
候
補
者
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ

と
考
え
る
の
で
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
世
代
の
全
員
が
投
票

す
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
全
体
の
投
票
率

が
上
が
っ
た
と
い
う
実
感
は
な
い
の
か
な
と

い
う
気
が
し
ま
す
。

（
中
野
さ
ん
）
倉
敷
市
長
選
の
投
票
に
行

き
ま
し
た
が
、
投
票
率
を
見
た
ら
低
く
て

…
、
年
齢
を
引
き
下
げ
る
意
味
が
あ
る
の

か
な
っ
て
思
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

（
議
長
）
投
票
す
る
人
が
、
候
補
者
の
主

張
の
中
か
ら
一つ
で
も
実
現
し
て
ほ
し
い
な

と
い
う
考
え
を
持
て
ば
、
投
票
に
行
く
人

は
増
え
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
。

（
副
議
長
）
政
治
に
若
い
声
を
ど
ん
ど
ん
届

け
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
投
票
に

行
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

６

ノートルダム清心女子大学１年
　中野さん

「趣味は高校野球観戦、 　　　　
　　　　　　　地区大会から見ています！」

対  談  企  画

（左から）種池さん、中西議長、中野さん、塩津副議長

政
治
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
が
、
若
者
の
政
治
離
れ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

議員インターンシップで倉敷市議会に来ている学生さんに、
中西議長と塩津副議長がインタビュー！
議員の活動や市議会のこと、若者の政治への関心についてな
ど、約２カ月間のインターンの経験を通して、感じたことや
疑問に思ったことなどを聞きました。

「 倉敷市議会ってどう？」

地
元
の
人
と
政
治
の
橋
渡
し
を
す
る

の
が
議
員
さ
ん
な
の
か
な

議長＆副議長  ×  インターン学生
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（
議
長
）
本
会
議
を
傍
聴
し
て
み
て
、
何

か
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

（
種
池
さ
ん
）
議
員
さ
ん
が
す
る
質
問
が
、

実
際
に
は
事
前
に
内
容
が
決
ま
っ
て
い
て
、

答
弁
す
る
人
も
答
え
を
準
備
し
て
い
て
と

い
う
と
こ
ろ
が
、
自
分
が
傍
聴
す
る
前
に

思
っ
て
い
た
の
と
違
い
ま
し
た
。

（
中
野
さ
ん
）
議
員
さ
ん
の
質
問
す
る
時

間
は
無
制
限
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

30
分
と
い
う
時
間
が
決
め
ら
れ
て
い
た
ん
で

す
ね
。

（
議
長
）
質
問
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
聞
き

た
い
こ
と
が
担
当
課
に
き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
議
論
に
な
ら
な
い
の
で
、
事

前
に
担
当
課
と
質
問
内
容
を
確
認
し
合

う
ん
で
す
。
お
互
い
の
意
見
を
調
整
し
て
、

議
員
に
と
っ
て
良
い
答
え
に
な
る
よ
う
に
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。

今
回
、
初
め
て
議
会
の
傍
聴
を
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
が
、
毎
回
、
議
員
は
市
政
に
つ

い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
傍
聴
し
て
も
ら
え
た
ら
、
知
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。

（
議
長
）
議
員
の
仕
事
に
つ
い
て
は
ど
う
感

じ
ま
し
た
か
。

（
種
池
さ
ん
）
初
め
は
、
議
員
さ
ん
の
仕
事

が
あ
ま
り
想
像
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て
、
議
員
さ
ん
が
地

元
の
人
と
意
見
交
換
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
要
望
も
聞
い
て
い
る
姿
を
見
て
、
地
元

の
人
に
と
っ
て
、
と
て
も
頼
り
に
な
る
存

在
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

（
副
議
長
）
こ
れ
か
ら
の
市
議
会
に
対
し
て

何
か
要
望
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

（
中
野
さ
ん
）
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
う
の
で
、
そ
う
い
う
市

議
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
副
議
長
）
本
当
に
言
わ
れ
る
と
お
り
で
、

し
っ
か
り
と
市
民
の
声
を
聞
い
て
や
っ
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。
今
後
、
さ
ら

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
議
長
）
市
民
の
小
さ
な
声
を
く
み
取
り
、

そ
こ
か
ら
多
く
の
人
に
波
及
さ
せ
る
こ
と

が
、
議
員
と
し
て
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
市
議
会
に
な
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ノートルダム清心女子大学１年
　種池さん

「将来は観光業に携わりたいと思っています」

実
際
に
議
会
を
傍
聴
し
て
み
る
と
、

自
分
が
思
っ
て
い
た
の
と
違
う
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た

市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
市
議
会
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す

● 市長提出議案など（予算案３件、条例案１件、事件案９件、人事案２件、決算１１件、報告３件のうち賛否の分かれたものを掲載）

議案等審議状況 (　　　　　　　　)○：賛成   ×：反対 

件　　名 結果 未 創 公 政 風 共 青 無

令和３年度倉敷市一般会計補正予算（第５号）
　新型コロナウイルス感染症対策として、高齢者施設などの従事者を対象とした PCR 検査などを実施する
経費、小・中学校において自身や家族の感染により通学が困難となった児童・生徒に対する家庭学習支援に
要する経費など、また、復興防災公園（仮称）整備事業費、浸水対策事業費など、約１０４億９，７００万
円の増額を計上。（×のところは、個人番号カード利活用推進事業、社会保障・税番号制度個人番号カード
交付事業、公立保育所調理業務委託事業、連島東小学校・倉敷支援学校調理業務委託事業、（仮称）児島学
校給食共同調理場整備運営事業について反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和２年度倉敷市一般会計歳入歳出決算の認定について
　（×のところは、PFI 手法を活用した中央斎場施設整備費、少年自然の家 PFI 施設整備運営事業費、新共
同調理場用地としての旧海技大学校跡地取得費、企業誘致推進事業の企業立地促進奨励金、倉敷駅付近連続
立体交差事業費について反対。）

認定 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

● 請願（請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）

件　　名 結果 未 創 公 政 風 共 青 無

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引上げを図るための、２０２２年度政府予算に係る意見書
の提出について（内容は次頁の議員提出議案に記載しています。） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

新型コロナ禍による米の需要改善と米価下落の対策を求める意見書の提出について
　コロナ禍で生まれた、米の過大な在庫を国が買い取るなどして市場から隔離し、需給環境を改善するとと
もに、米価下落に歯止めをかけること、コロナ禍などによる生活困難者や学生などへの食料支援制度を欧米
並みに創設し、国が支援すること、国産米の需給状況に応じた外国産米の輸入数量の抑制を直ちに実行する
ことを要望する。

不採択 × × × × × 〇 × ×

未－未来クラブ　創ーくらしき創生クラブ　公－公明党倉敷市議団　政－新政クラブ
風－新風くらしき　共－日本共産党倉敷市議会議員団　青－青空市民クラブ　無ー無会派議員



８

議長のため採決に加わらず

会　　派　　構　　成

大橋　健良
大守　秀行
塩津　孝明
瀧本　　寛
松成　康昭

公 明 党
倉敷市議団
井出　妙子
生水　耕二
梶田　省三
仙田　貴孝
中西　善之
新垣　敦子
薮田　尊典

【          】 新政クラブ【          】
赤澤　幹温
大橋　　賢
片山　貴光
原田　龍五
矢野　周子
山畑　滝男
若林　昭雄
中西　公仁

くらしき
創生クラブ
荒木　竜二
伊東　裕紀
北畠　克彦
難波　朋裕
三村　英世
森　　　守
守屋　弘志

【          】 日本共産党
倉敷市議会
議　員　団
末田　正彦
田口　明子
田辺　牧美
三宅　誠志

【           】 青空市民
ク ラ ブ

小郷ひな子
齋藤武次郎
藤井　昭佐

【          】

※

新　　風
くらしき
芦田　泰宏
尾﨑　勝也
中島　光浩
日向　　豊
平井　俊光

【          】【          】未来クラブ

秋田　安幸
塩津　　学
時尾　博幸
藤原　薫子

無 会 派【          】

（無会派：会派に属さない議員）

件　　名 結果 未 創 公 政 風 共 青 無
教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引上げを図るための、２０２2年度政府予算に係る意見
書の提出について
　２０２２年度政府予算編成において、加配の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善を推進する
こと、小人数学級実施のための加配を削減しないこと、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制
度の負担割合を引き上げることが実現されるよう強く要望する。（同趣旨の意見書を国に提出。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

齋藤武次郎議員に対する議員辞職勧告決議について
　去る令和３年４月に始まる一連の報道により、同年１月の倉敷市議会議員選挙において、複数の放課
後児童クラブで特定の市議を支援するため、児童を参加させた選挙応援が行われていたこと、この行為
は 18 歳未満の者を使用して選挙運動を行うことを禁じる公職選挙法に抵触する可能性があるとの指摘
がなされた。倉敷市議会は、当該事案について、一刻も早い事実の確認と市民への説明が必要と判断し、
当事者である齋藤武次郎議員への聞き取り、放課後児童クラブに対する文書調査と併せ、書面により齋
藤武次郎議員に対し、広く市民への説明責任を果たすよう求め、さらに、市議会政治倫理調査会を設置し、
慎重かつ詳細な調査を継続して行った結果、同調査会は、齋藤武次郎議員の一連の行為、言動が、市議
会の政治倫理確立に関する決議に反していること、市が令和２年 12 月 25 日に出した通知の求めるとこ
ろに明確に反すること、児童を利用した選挙運動を行っていたものであることから、市民の市議会に対
する信頼を大きく傷つけるものであると判断した。本事案の発生当時、本市議会の議長という要職にあっ
たことを考えれば、齋藤武次郎議員は、その政治的・道義的責任を免れることはできず、事態の重大さ
を真摯に受け止めなければならない。よって、齋藤武次郎議員に対し、その職を辞することを勧告する。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

● 議員提出議案

件　　名 結果 未 創 公 政 風 共 青 無
コロナ禍における米の需給・価格安定対策を求める意見書の提出について
　国においては、販売促進や価格安定のための対策を緊急に実施すること、米価下落等に対するセーフ
ティーネットの整備や支援制度の周知、需要に応じた生産を可能とする情報提供等の必要な措置を早急
に講じることを強く要望する。（同趣旨の意見書を国に提出。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

● 委員会提出議案

※１※ 2

　※ 1 齋藤武次郎は除斥（地方自治法第 117 条の規定により自己に関する議案の審議には参加できません）
　※ 2 秋田　安幸、塩津　　学は棄権

● 予算決算委員会からの要望
〔全会計共通〕
＊　甚大な被害を受けた真備地区においては、被災者が一刻も早く、安心した生活を取り戻せるよう真備地区復興計画を着実に推進していくと
　ともに、他地区においても、市民の生命・財産を守る防災・減災対策を中心とする公共事業の確実な遂行に努められたい。
＊　各種未収金の収納について努力を続けられているが、引き続き、財源の確保および負担の公平性の見地から、確実な収納に努められたい。

〔一般会計〕
＊　県営工事負担金に係る本市への負担金のうち、都市計画事業の負担率について、県内他市と同じ水準の１００分の３０に軽減するよう県に
　強く要望されたい。
＊　国、県補助の確保に積極的に努めるとともに、事業の計画・推進に当たっては、限られた財源を効率的に活用されたい。
＊　県の医療費公費負担補助事業の補助率は、全国の中核市で最低の補助率であり、県内他市と同じ水準の２分の１へ戻すよう県に強く要望さ
　れたい。

〔特別会計〕
（国民健康保険）
＊　国民健康保険の安定的な事業運営に向けて、県内他市とも連携を図り、国および県に対し財政措置の拡充を求めるなど、必要な財源確保に
　努められたい。
＊　国保特定健診について、さまざまな対策の実施により、受診率は向上しているが、その趣旨が一層理解されるよう周知に努め、さらなる受
　診率の向上に向け、引き続き努力されたい。

（住宅新築資金等貸付）
＊　制度上生じている起債利息と貸付利息との差額の解消が図られるよう、引き続き、国に対し強く申し入れされたい。

（介護保険）
＊　減免制度および調整交付金について、地方の実態を反映した介護保険制度の見直しを国に対し申し入れされたい。
＊　地域密着型特別養護老人ホームなどの施設の整備や支援の充実など、必要なサービスを必要な時に受けられる体制の整備をすすめ、待機者
　が解消されるよう、関係機関に強く申し入れされたい。

（後期高齢者医療）
＊　後期高齢者医療制度の円滑な運営を図るため、保険料の上昇を抑制する措置を継続するとともに、国の責任において十分な財政措置を講じ
　ることを申し入れされたい。

令和２年度 決算 　令和２年度の倉敷市一般会計、特別会計、財産区会計、企業会計の各決算について、令和３年９月１0 日・1３日・1５日・１７日・
２１日・２４日の６日間にわたり予算決算委員会で審査を行い、９月２８日の本会議において、次のとおり要望を付して認定しました。

次号の表紙写真を募集します！！　あなたのお気に入りの１枚を送ってください次号の表紙写真を募集します！！　あなたのお気に入りの１枚を送ってください
　あなたが撮った写真が「市議会だより」の表紙になります。テーマは自由です。市内のイベント、風景など、倉敷市の魅力あふれる写真をお送りください。
　採用になった作品は、次号の表紙に掲載させていただきます。
　（令和 3 年 12 月期募集）　令和 3 年 12 月 1 日（水）～ 令和 4 年 1 月 20 日（木）

　※詳しくは、市議会ホームページ（市議会だより表紙写真募集案内）をご覧ください。

市議会からのお知らせ


